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                              2017年 9月 28日 

株式会社ベネッセホールディングス 

代表取締役社長 安達保 

 

高校生から 60代までの約 3,000名を対象 

「第２回 現代人の語彙
ご い

に関する調査」 結果速報 

～厳選 540語の語彙の認知と、「語彙力」に関する推察～ 

 

働き方改革に関する「プレミアムフライデー」高認知、「ワーママ」は上昇！  

語彙力が高いと授業や仕事で活躍できる実感あり 
 

情報を正しく理解し、自分の考えをわかりやすく伝えるコミュニケーション力の必要性がますます高ま

る現代、語彙力の重要性も年々増しています。次期学習指導要領に向けた中教審答申でも「全ての学習の

基盤として育まれ活用される資質・能力」として「言語能力の確実な育成」との方針が示されるなど、教

育改革においても言語力の重要性が高まっています。 

そこで「語彙・読解力検定※」を主催する株式会社ベネッセコーポレーション（株式会社ベネッセホール

ディングスのグループ会社。本社：岡山市）は、グループ内シンクタンク「ベネッセ教育総合研究所」の

協力のもと、2017年 7月に、全国の高校生から社会人 3,130名を対象に「第２回 現代人の語彙に関する

調査」（略称:語彙調査）を実施しました。 

本調査は、「語彙・読解力検定」の辞書語彙＊・新聞語彙＊の２領域から厳選した 540語の「熟知度＊」を

調べ、現代を生きる人々の言語活動の実態、およびその年代、生活、行動などによる「語彙力＊」の違いを

明らかにすることで、現代人に必要な言葉の力を高める方法を検討することを目的としています。 

（＊は、３ページの「＊補足」をご参照ください。） 

 

【主な調査結果】  ※項目２以降については、詳細データは後半に掲載しています。 

1.【語彙と世代】高校生は「新語」、大学生は新聞語彙、親世代は全分野で「語彙力」が高い 
 

全 540語の熟知度（その言葉を知っている人の割合）を世代別に見たところ、高校生や大学生の親世代（社

会人 40～60代）が他の世代より「知っている」語が 420語と最も多く、漢熟語、和語、外来語、新聞語彙

などの偏りもなく、すべての分野で他の世代を上回った。 

高校生・大学生が親世代よりも「知っている」語は《表１》《表２》、辞書語彙では SNS等仲間内で使われ

る「新語」が多く、若者が新しい言葉を積極的に生み出し活用していることがわかる。新聞語彙では、特に

大学生で現代社会の多様な価値観や社会の変化にかかわる語が見られた。 

 

《表１》高校生が親世代よりも「知っている」割合が高い語（差が大きい順に 15 語ずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※親世代＝社会人 40～60代  ※数値は、小数点以下 2桁目を四捨五入して計算している。 

順位 差 語 高校生 親世代 順位 差 語 高校生 親世代

1 50.9% りょ 70.7% 19.8% 1 22.6% ラノベ 47.1% 24.5%

2 37.7% わず 49.0% 11.3% 2 20.9% タイムライン 85.1% 64.2%

3 37.7% イミフ 70.7% 33.0% 3 8.6% ３Ｒ 32.2% 23.6%

4 32.4% グルチャ 39.9% 7.5% 4 7.6% ヒッグス粒子 28.4% 20.8%

5 31.8% とりま 60.1% 28.3% 5 7.2% コミケ 79.8% 72.6%

6 31.5% リムる 42.8% 11.3% 6 7.0% ファストファッション 71.2% 64.2%

7 29.9% SNS映え 82.7% 52.8% 7 5.2% グランピング 26.0% 20.8%

8 29.7% ワンチャン 72.1% 42.5% 8 4.3% ステルスマーケティング 29.8% 25.5%

9 29.4% オールする 81.3% 51.9% 9 2.6% テリーザ・メイ 11.1% 8.5%

10 27.6% なる早 62.5% 34.9% 10 2.4% メディアリテラシー 34.3% 31.9%

11 24.6% リプ 52.9% 28.3% 11 2.3% 栽培漁業 48.6% 46.2%

12 24.5% ポチる 71.6% 47.2% 12 2.2% ＳＮＳ 92.8% 90.6%

13 23.2% インスタグラマー 81.7% 58.5% 13 0.8% コスプレ 94.2% 93.4%

14 22.9% ディスる 88.0% 65.1% 14 0.1% 合計特殊出生率 28.4% 28.3%

15 20.7% ヒトカラ 46.2% 25.5% 15

辞書語彙 新聞語彙

なし
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《表２》大学生が親世代よりも「知っている」割合が高い語（差が大きい順に 15 語ずつ） 

※親世代＝社会人 40～60代  ※数値は、小数点以下 2桁目を四捨五入して計算している。 

 

2.【社会を反映する語彙】「プレミアムフライデー」の認知は高い。「ワーママ」「ＬＧＢＴ」は昨年比 

で上昇 
 

 新聞・ニュースを賑わせた主な語では《表３》、「プレミアムフライデー」は 84.0%と熟知度が高かった。

他の労働に関する語では、「イクメン」が 91.5%と高い。「ワーママ」は、全体熟知度は 35.3%だが、昨年比

プラス 18.7ポイントと、昨年度と比較できる調査語の中で最も熟知度が上がった《表４》。他に、「なる早」

「ＬＧＢＴ」の熟知度が、昨年度に比べて伸びが大きかった。「忖度（そんたく）」は「語彙・読解力検定」

では社会人に必要とされる準１級相当の語彙だが、最も熟知度が低い高校生でも 49.5%と、難度の割には低

くはなかった。 

 

3.【語彙力と社会への参画意識】社会への参画意識が高い人は「語彙力」が高い 
 

政治への関心の有無、および選挙での投票意欲を尋ねた結果と「語彙力」の関係を見ると、政治への関心、

選挙での投票意欲が高い方が「語彙力」が高い《図１》。さらに高校生では、学校での新聞学習経験がある方

が政治への関心、選挙での投票意欲が高かった《図２》。また、新聞学習経験がある方が「語彙力」が高いと

いう結果も見られた《図３》。 

 

4.【語彙力が役立つ場面とは】「語彙力」が高い人は授業や仕事での活躍や出世への役立ち感が高い 
 

 大学生以上（大学生、社会人 20～60代）に、語彙力が実際に役立った経験を尋ねたところ、大学生・社

会人ともに、「語彙力」が高い人ほど「語彙力が実際に役に立った」と感じていることが分かった。語彙力が

役立った場面について大学生・社会人ともに高かったのは《図４》、授業や仕事での発表やレポート、次いで

家族、友人、学校・職場などでの人間関係だった。また、社会人では仕事での活躍や出世、就職試験でも語

彙力が役立ったと感じている。 

 

5.【語彙力と大学新入試で求められる力】「語彙力」の高い高校生は思考力・表現力も高い 
 

2020年の大学入試改革で重視される「思考力・判断力・表現力」と「語彙力」との関連について見たとこ

ろ、「語彙力」の高いグループの方が、「筆者の意見と事実とを区別して読むことができる」「文章を読むとき、

細部より先に大枠をつかむことができる」「筆者の主張を裏づける理由や根拠に気をつけて読むことができる」

などの項目に「あてはまる」と答える割合が高かった《図５》。「語彙力」の高い高校生は思考力も高いこと

が推察される。 
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【調査結果からの考察】 

第 1回の調査結果と同様に、語彙の熟知度には世代によってそれぞれに特徴があり、親世代である社

会人は漢熟語・新聞語彙を含めた幅広い分野の語彙力が高いのに対し、若い世代は「新語」と呼ばれる

新しい言葉に特に強く、社会人を上回ることがわかりました。SNSの台頭によってコミュニケ―ション

のあり方が変わるとともに、若い世代を中心に語彙にも変化が起きているといえそうです。 

一方で、大学生のほうが社会人よりも知っている言葉には「ダイバーシティ」「LGBT」など、現代社

会の多様な価値観や、社会や働き方への意識の変化を表した語が多く見られ、これからの社会を牽引す

る世代としての社会への意識の高さもうかがえる結果となりました。 

「語彙力」が高い人の方が政治への関心や選挙への投票意欲など、社会への参画意識が高いという結

果からも、学校での国語教育だけではなく、社会に関心を持ち、幅広く語彙を身につける姿勢が「語彙

力」を高めることにつながると考えられます。 

今後、調査結果についての考察を深めていくとともに、「語彙・読解力検定」を通じて、広く語彙力

を身につける大切さを伝えていきたいと考えています。 

 

【調査概要】 

名称 第２回 現代人の語彙に関する調査  （略称：語彙調査） 

調査テーマ 年代、生活、行動と語彙力の関連性を明らかにする調査 

調査方法 インターネット調査 

（専用ページにて回答入力） 

調査時期 2017年 7月 

調査対象 全 3,130名  高校生（高校 1年生～3年生）：1,040名 

大学生（大学 1年生～4年生）：1,040名 

社会人（20～30代）： 520名、（40～60代）：530名 

※男女比は均等人数 ※高校生・大学生は各学年均等、社会人は 10代刻みで均等人数 

調査項目 ◆語彙 540語の熟知度 

辞書語彙： 270語  新聞語彙： 270語  合計：540語 

◆属性に関する項目：語彙力の有用感・役立ち経験、アクティブ・ラーニングの好嫌・授

業経験、思考力・判断力・表現力（CANDO）、学校での新聞学習経験、政治への関心・選

挙での投票意欲、SNSの活用状況、読書の状況、よく読むノンフィクションのジャンル、

よく読む作家  など 

協力 猪原敬介（くらしき作陽大学 講師）、木村治生（ベネッセ教育総合研究所 副所長）、 

沓澤糸（教育アナリスト） 

 

＊補足 

■「語彙・読解力検定」は、ベネッセコーポレーションと朝日新聞社の主催で、2011年の開始以来、累計約 33万人が受検してい

る検定です。（2017年 8月時点） http://www.goi-dokkai.jp/ 第 1回語彙調査のデータについてもこちらにあります。 

■調査対象語について 

・語の難度・分野・語種のバランスを考慮して、「辞書語彙」・「新聞語彙」各２７０語ずつを選定。第 2回調査では、第 1回調

査の対象語のうち約７割を引き続き使用し、約３割を差し替えた。 

・「辞書語彙」「新聞語彙」は「語彙・読解力検定」の出題領域に合わせて分類した。 

辞書語彙：主に国語辞典に掲載されている、文章や会話を理解し、的確に表現するために必要な語彙。 

新聞語彙：新聞に掲載されることの多い、社会生活で必要な基礎知識や時事知識に関する語彙。 

  ※辞書語彙の「新語」については、「語彙・読解力検定」の分類によらず、ＳＮＳ・インターネットなどから近年使われる 

ようになった新しい語や新しい用法を収集し、選定した。 

■調査方法について 

今回の調査では、「語彙力」「熟知度」を測るにあたり、２段階評定尺度法を用いた。 

・ 各語彙について、意味を「知っている」「知らない」の２段階評定尺度法で回答を得た。 

・ 一部の語について、正しい意味を選択肢 5つから選ばせる多肢選択型設問も設け、２段階評定尺度法の精度を確認した。 

■調査結果の集計・分析について 

今回の調査では、回答結果をもとに、以下のように集計・分析を行った。 

①回答者の「語彙力」 

  各回答者が、自身が回答した調査対象語のうち、「知っている」と答えた語の割合。（各回答者が「知っている」と答えた語の数

／回答した語の数×100（％））また、例えば「高校生の語彙力」といった場合、高校生の回答者の「語彙力」の平均を指す。 

②語の「熟知度」 

   調査対象の各語について、「知っている」と回答した回答者の割合。 

（各語彙について 「知っている」と答えた人の数／回答者数×100（％））  

http://www.goi-dokkai.jp/


 

4 

 

【調査結果の詳細】 

2.【社会を反映する語彙】「プレミアムフライデー」の認知は高い。「ワーママ」「ＬＧＢＴ」は昨年比

で上昇 
 

 新聞・ニュースを賑わせた主な語では《表３》、働き方改革で話題の「プレミアムフライデー」は 84.0%

と熟知度が高かった。同じく労働に関する語では、「イクメン」が 91.5%と高い。「ワーママ」は全体熟知度

は 35.3%だが、昨年比で 18.7ポイント上昇と、昨年度と比較できる調査語の中で最も熟知度が上がった語だ

った《表４》。他にも、「なる早」「ＬＧＢＴ」などの熟知度は、昨年度に比べて伸びが大きかった。なお、上

半期話題になった「忖度（そんたく）」は「語彙・読解力検定」では社会人に必要とされる準１級相当の語彙

だが、最も熟知度が低い高校生でも 49.5%と、難度の割に熟知度は低くはなかった。 

 

《表３》新聞・ニュースを賑わせた主な語（色が付いたセルは、世代間で最も高かった数値） 

 

※親世代＝社会人 40～60代  ※数値は、小数点以下 2桁目を四捨五入して計算している。 

 

《表４》2016→2017年で 540 語中、熟知度が最も上がった 10 語（色が付いたセルは、最も上がり幅が高かった世代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※親世代＝社会人 40～60代  ※数値は、小数点以下 2桁目を四捨五入して計算している。 

  

ジャンル 語 全体 高校生 大学生 親世代

一億総活躍社会 53.4% 47.6% 52.4% 74.5%

プレミアムフライデー 84.0% 74.5% 89.4% 91.5%

テレワーク 42.7% 40.4% 34.6% 58.5%

裁量労働制 37.5% 26.0% 38.9% 59.4%

駆けつけ警護 43.3% 35.6% 38.5% 77.4%

テロ等準備罪 63.1% 58.7% 66.3% 76.4%

忖度（そんたく） 56.2% 49.5% 54.8% 74.5%

ワーキングプア 66.5% 59.6% 65.9% 91.5%

イクメン 91.5% 90.9% 91.8% 95.3%

ワーママ 35.3% 36.5% 31.7% 29.2%

マタハラ 73.6% 69.2% 70.7% 84.9%

ワンオペ育児 25.1% 20.7% 26.4% 26.4%

待機児童 89.9% 89.9% 90.4% 95.3%

ドナルド・トランプ 90.7% 85.1% 94.7% 99.1%

大統領令 65.3% 61.5% 63.5% 88.7%

ポピュリズム 36.3% 35.1% 35.6% 51.9%

ラストベルト 13.3% 13.9% 11.1% 20.8%

ブレグジット 20.0% 17.8% 18.3% 25.5%

アンゲラ・メルケル 24.8% 24.5% 25.5% 25.5%

テリーザ・メイ 10.5% 11.1% 10.6% 8.5%

安倍政権で
話題

労働・育児

アメリカ
大統領選挙

ヨーロッパ

全体 高校生 大学生 親世代 全体 高校生 大学生 親世代

1 ワーママ 18.7 20.7% 19.2% 14.2% 35.3% 36.5% 31.7% 29.2%

2 なる早 12.1 12.5% 13.5% 4.7% 62.9% 62.5% 75.5% 34.9%

3 ＬＧＢＴ 11.3 11.5% 13.0% 16.0% 47.9% 38.0% 60.1% 49.1%

4 エゴサ 11.0 7.7% 16.3% 5.7% 39.0% 31.3% 57.7% 17.0%

5 排他的経済水域 10.6 17.9% 4.7% 10.8% 76.4% 64.6% 91.7% 80.2%

6 クラウドファンディング 10.5 9.6% 14.9% 16.0% 42.5% 33.7% 48.6% 51.9%

7 ワーク・ライフ・バランス 10.2 7.2% 11.5% 15.1% 60.1% 46.2% 71.6% 69.8%

8 アクティブ・ラーニング 10.1 3.4% 22.1% 7.5% 41.9% 34.6% 60.6% 38.7%

9 見紛（みまが）う 9.4 12.5% 6.3% 4.7% 48.9% 36.5% 50.0% 67.9%

10 世代会計 8.9 1.9% 11.5% 11.3% 34.7% 31.3% 32.2% 44.3%

語
上がり幅 2017の語彙熟知度
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3.【語彙力と社会への参画意識】社会への参画意識が高い人は「語彙力」が高い 
 

社会への参画意識につながる項目として政治への関心の有無、および選挙での投票意欲を尋ねた結果と「語

彙力」の関係を見ると、政治への関心、選挙での投票意欲が高い人は「語彙力」が高い《図１》。 

高校生について、学校での新聞を使った学習の経験との関係を見たところ、高校生の 51.3％が新聞学習の

経験があり、新聞学習の経験がある人の方が政治への関心、選挙での投票意欲が高い傾向が見られた《図２》。 

2016年から選挙権年齢が 18歳以上に引き下げられ、2022年からは必修科目として「公共」が新設されるな

ど、高校現場での主権者教育が注目を集めている。新聞を読むことに加え、読んだ記事について話し合う、

自分なりに要約するなどといった新聞学習の活動が、「語彙力」を高め、ひいては社会への参画意識を高める

ことにつながっていると考えられる。 

また、新聞学習の経験と「語彙力」の関係を見ると、新聞学習の経験がある人の方が「語彙力」が高い傾

向も見られた《図３》。 

 

《図１》社会への参画意識（政治への関心／選挙投票意欲）×「語彙力」（数値は平均語彙力） 

※ 棒グラフの数値は平均語彙力（「知っている」と答えた語の割合）。 

※ 政治への関心に関する質問「あなたは、国や地方の政治に関心がありますか。あてはまるものを選んでください。」 について「と

てもある」「まあある」と回答した場合は「政治への関心あり」、「あまりない」「まったくない」は「政治への関心なし」とした。 

※ 投票への意欲に関する質問「あなたは、自分が次の選挙に行くと思いますか（選挙権のない方は、選挙権を取得したら、行くと思

いますか）。あてはまるものを選んでください。」について、「必ず行く」「多分行く」と回答した場合は「選挙投票意欲あり」、「多

分行かない」「絶対に行かない」は「選挙投票意欲なし」とした。 

※ 数値は、小数点以下 2桁目を四捨五入して計算している。 

 

 

《図２》高校生の新聞学習経験×社会への参画意識（政治への関心／選挙投票意欲） 

※ 政治への関心、投票意欲に関する質問については、《図１》と同様。 

※ 新聞学習に関する質問「あなたは現在通っている学校で、次のような新聞を使った授業を受けたことがありますか。あてはまるも

のをすべて選んでください。1～10のいずれも受けたことがない場合は『受けたことはない』を選んでください。」に対し、「受け

たことがない」を「経験なし」、「月に 1回より少ない」「月に 1～3回くらい」「週に１・２回くらい」「週に３・4回くらい」「ほぼ

毎日」を「経験あり」とした。 

※ 数値は、小数点以下 2桁目を四捨五入して計算している。 

 

 

（％） 
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《図３》高校生の新聞学習経験×「語彙力」（数値は平均語彙力） 

※ 棒グラフの数値は平均語彙力（「知っている」と答えた語の割合）。 

※ 新聞学習に関する質問は《図２》と同じ。 

※ 「難関」「標準」は現在通っている学校について、回答者に選択してもらった結果による。 

※ 数値は、小数点以下 2桁目を四捨五入して計算している。 

 

 

4.【語彙力が役立つ場面とは】「語彙力」が高い人は授業や仕事での活躍や出世への役立ち感が高い 
 

 語彙力が役に立ったと感じた経験がある場面について、大学生以上（大学生、社会 20～60代）に尋ねた

《図４》。いずれの項目でも、「語彙力」が高い人の方が、語彙力が役立った経験があると答えた人が多かっ

た。「語彙力」が高いグループについて具体的な場面を見ると、「レポートなど長い文章の作成」「授業や仕事

での発表・プレゼンテーション」が７割前後と高かった。次いで、学校・職場、友人、家族などとの「人間

関係」が 5割前後だった。また、図４では示していないが、社会人だけを見た場合は「仕事での活躍や出世」

「就職試験の面接」も同様に５割前後だった。 

 

《図４》語彙力の役立ち感 

 

※ 質問「次の項目について、語彙力が実際に役立ったことはありますか。それぞれについて、あてはまるものを選んでください。」

について、「とても役に立った」「まあ役に立った」と答えた人の割合。そのほかの選択肢は「あまり役に立たなかった」「まった

く役に立たなかった」「経験がない」。 

※ 語彙力「高」は、大学生・社会人（20～60代）2,090人から、語彙力が高い順に上位約 30％（756人）、語彙力「低」は「語彙力」

が低い順に下位約 30％（624人）を抽出した。  

（％） 
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5.【語彙力と大学新入試で求められる力】「語彙力」の高い高校生は思考力・表現力も高い 
 

2020年大学入試改革で重視される「思考力・判断力・表現力」と関連する項目が自分に「あてはまるか」

を高校生に尋ねた。「語彙力」が高いグループ・低いグループに分けて傾向を見たところ、いずれの項目でも、

「語彙力」が高いグループの方が「あてはまる」と答えた割合が高かった《図５》。 

なかでも、「筆者の意見と事実とを区別して読むことができる」「文章を読むとき、細部より先に大枠をつ

かむことができる」「筆者の主張を裏づける理由や根拠に気をつけて読むことができる」については、「語彙

力」が高いグループの方が約 40ポイント高い結果となっている。 

 

《図５》「語彙力」が高いグループ・低いグループと思考力・表現力（高校生） ※全 15項目より 10項目を抜粋。 

 

※ 数値は当該設問に「とてもあてはまる」「まああてはまる」と答えた人の割合。 

※ 「語彙力」高グループは、高校生 1,040人から「語彙力」が高い順に上位約 30％（345人）、「語彙力」低グループは「語彙力」

が低い順に下位約 30％（347人）を抽出した。 

※ 数値は、小数点以下 2桁目を四捨五入して計算している。 

 

＜その他 調査からわかったトピックス＞  ※詳細データは割愛しています。 

 「新語」に強い人の特徴として、世代では高校生・大学生が多く、LINEや Twitterなど SNSの使用率が

高い。辞書語彙については、男性より女性の方が「新語」に強い傾向がある。 

 ノンフィクションの本を「月に 1冊以上」読む人のほうが、「月１冊より少ない（年に数冊以下）」人よ

りも「語彙力」が高い（高校生で 8.1％、大学生で 8.0％、親世代で約６.4％の差）。なお、ノンフィク

ションのジャンルについては、高校生では「科学」「語学」「社会」、大学生、親世代では「社会」につい

て、「読む」人と「読まない」人の「語彙力」の差が大きい。 

 今回の調査結果から、「語彙力」が高いグループ（熟知度平均が高い上位 30％）の行動や意識の特徴を

抽出してみると、「最終学歴は 4大卒」、「ノンフィクションの本が好きで月 1冊以上読んでいる」、「LINE

や Twitterなどの SNSを 1日に 15分以上 30分未満程度使っている」「語彙力が役に立った経験を持っ

ている」などが挙げられた。 

 

本リリースの内容につきましては、「語彙・読解力検定」公式ホームページ（http://www.goi-dokkai.jp/ 

「ごいどっかい」で検索）に順次掲載していく予定です。併せてご覧ください。 

 

高校生 「語彙力」　低　グループ 「語彙力」　高　グループ 差

筆者の意見と事実とを区別して読むことができる 43.9%

文章を読むとき、細部より先に大枠をつかむことができる 42.8%

筆者の主張を裏づける理由や根拠に気をつけて読むことができる 42.5%

筆者の主張に対する自分の意見を考えながら読むことができる 38.4%

目的に応じて情報を整理し、正しい情報や必要な情報を、客観的に
評価・判断できる

36.7%

主張とその根拠とを結びつけた、論理的な説明ができる 36.4%

文章を書いたら、読み直し、読み手にとってわかりやすく修正できる 36.1%

目的に応じて自ら必要な情報を探し出すことができる 34.8%

皆に何かを説明するとき、図表や箇条書きなどを加えて、わかりやす
く伝える工夫ができる

32.0%

その場の状況や相手に応じた言葉遣いや話し方ができる 28.7%

74.8%30.8%

30.3% 73.0%

30.8% 73.3%

31.7% 70.1%

37.8% 74.5%

25.6% 62.0%

28.0% 64.1%

46.4% 81.2%

27.1% 59.1%

47.6% 76.2%

http://www.goi-dokkai.jp/

